
第
十
三
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
中
古
に
於
け
ろ
宇
佐
融
人
の
活
鶴

第
二
難

燃
四
　
（
二
一
四
）

中
古
に
於
け
る
宇
佐
紳
入
の
溝
動

（
中
）西

　
　
岡

虎
　
之
　
助

　
　
　
　
三
　
太
宰
府
ご
の
葛
藤
（
つ
穿
き
）

・
次
は
太
宰
府
の
所
行
に
下
す
る
慮
遣
で
あ
る
。
十
五
潟

顯
光
は
、
朝
廷
に
於
て
行
成
に
槍
非
違
使
鷹
を
し
て
、
太

宰
典
代
忠
義
に
両
津
を
…
進
め
し
む
べ
き
こ
ご
を
命
じ
、
行

成
は
直
ち
に
之
を
忠
國
に
命
じ
π
講
。
そ
し
て
＋
合
に

は
愈
々
忠
義
を
し
て
轟
然
を
進
め
し
め
た
。
こ
の
日
ま
つ

槍
非
違
使
は
墾
臆
し
て
、
兇
暴
推
問
書
論
の
進
め
し
員
記

（
夢
幻
日
記
）
を
報
告
せ
し
め
て
怠
斌
を
作
り
、
直
ち
に
忠

國
を
し
て
、
之
を
男
爵
の
許
に
串
呈
し
、
晩
景
そ
の
下
附

を
受
け
て
、
更
に
右
衛
門
志
重
親
に
交
附
し
、
重
親
は
夜

に
入
り
行
成
の
許
に
、
件
の
怠
状
を
持
ち
來
つ
た
の
で
、

ま
た
更
に
之
を
測
光
の
許
に
奉
呈
せ
し
め
た
謙
。
か
ε

て
下
手
入
に
怠
歌
を
上
ら
し
む
る
ご
共
に
、
与
頭
た
る
帥

惟
仲
に
醤
し
て
は
、
二
十
入
日
に
至
り
そ
の
職
を
、
左
兵

衡
督
藤
原
肇
を
更
め
て
大
武
に
任
じ
た
鍵
醐
評
瀦

轄
辮
惟
仲
の
停
任
は
推
問
使
遡
問
の
結
果
に
基
づ
一
こ

ご
云
ふ
迄
も
な
く
、
扶
桑
略
記
に
は
「
傍
遣
昌
推
問
使
h
事

既
望
レ
實
二
七
レ
之
被
レ
解
レ
職
也
」
ご
あ
る
。
而
し
て
臼
本
紀

路
に
よ
れ
ば
、
こ
の
勘
問
の
結
果
に
基
き
法
家
の
勘
冷
し

、た

鰍
ﾌ
罪
名
は
更
に
重
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
特
に
そ
の

罪
を
饗
し
て
、
た
い
停
職
に
蹉
す
る
に
止
め
た
こ
あ
る
○

　
而
し
て
惟
仲
は
當
時
病
を
獲
て
み
た
の
で
、
爾
太
宰
府

に
潔
っ
て
み
た
が
、
絡
に
璽
寛
弘
こ
年
三
月
十
四
臼
六
十

二
越
じ
耐
寒
に
麗
じ
た
論
羅
翼
鱗
・
の
病
狂

死
に
就
い
て
は
、
色
々
の
取
沙
汰
が
あ
っ
た
。
’
即
ち
正
月

中
旬
頃
に
は
、
銑
に
病
の
こ
ご
が
京
都
に
も
傳
は
つ
た
こ



一
見
♪
凡
、
正
月
バ
十
山
ハ
ロ
H
、
轡
双
成
が
・
石
大
將
…
藤
原
實
資
に
告
げ

て
「
風
害
二
安
樂
寺
一
之
聞
、
揚
p
腰
重
扇
歯
、
去
夕
告
轟
來
妻

三
位
許
こ
ご
い
ひ
、
更
に
「
若
是
宇
佐
宮
御
票
鰍
云
々
」
ご

威
想
を
漏
し
て
み
る
鶯
。
更
に
二
月
七
日
、
近
江
守
藤
原

知
章
の
許
に
届
い
た
彌
勒
寺
講
師
元
命
の
書
状
に
は
「
帥

去
年
十
二
月
二
物
、
於
レ
廊
弊
誌
、
損
腰
不
レ
動
」
ビ
あ
り

同
く
助
命
か
ら
藏
人
頭
（
良
器
か
）
の
許
に
來
た
書
釈
に
も

同
様
の
趣
が
あ
っ
て
、
彼
は
翌
八
β
之
を
實
資
に
語
）
、

且
つ
元
命
の
使
者
が
「
計
レ
之
損
レ
命
乎
」
ご
評
し
た
こ
云
っ

て
を
り
、
同
日
午
勉
、
同
く
藩
命
か
ら
實
資
に
届
い
た
書
札

の
禮
紙
に
も
「
帥
中
納
言
、
以
二
去
年
十
二
月
二
旦
　
出
レ
廊

之
回
折
ノ
腰
、
干
レ
今
辛
苦
、
已
及
レ
死
也
、
近
來
耳
目
不
見

闘
閑
腫
前
後
不
豊
旨
記
し
て
在
っ
た
襟
・
か
よ
う
に

し
て
、
聖
域
は
辛
苦
の
裡
に
死
ん
で
往
つ
た
が
、
そ
れ
が

京
都
に
傳
つ
た
の
は
、
翌
四
月
七
日
の
こ
ご
で
、
同
日
、

前
筑
前
守
藤
原
高
規
か
ら
、
未
だ
在
京
中
の
新
大
耳
高
遠

の
許
に
届
け
ら
れ
た
書
状
に
依
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に

　
　
　
第
十
三
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
中
古
に
於
け
る
宇
佐
融
人
の
活
動

は
惟
仲
は
三
月
十
五
縫
善
時
、
貫
首
泰
定
重
の
宅
で
麗
じ

た
旨
を
記
し
、
且
つ
「
宇
佐
宮
降
レ
諒
鰍
、
最
可
ゾ
畏
、
命
議

　
　
　
　
　
マ
ご

間
、
頗
有
昌
駿
定
ハ
後
日
可
p
験
」
こ
て
延
い
て
惟
仲
の
鯨
罪

に
も
及
ん
で
み
る
赫
右
。
行
成
な
ざ
も
是
日
初
め
て
計
を

　
　
　
　
　
　
侮
μ

知
っ
た
ら
し
い
躍
。
而
し
て
こ
の
高
規
の
戚
想
ビ
い
ひ
、

　
　
　
　
　
　
雪
“

前
の
實
成
の
威
懐
ピ
い
ひ
、
共
に
宇
佐
紳
の
崇
を
極
度
に

信
じ
て
み
た
當
代
人
の
告
白
ご
見
る
べ
き
で
、
實
資
の
如

き
も
翌
八
日
の
日
記
で
、
嘗
て
推
問
使
派
逡
に
唯
濁
り
不

可
避
を
主
張
し
た
源
俊
賢
に
つ
い
て
「
禮
部
宇
佐
定
間
、

有
下
品
　
汲
有
意
情
h
非
レ
無
二
怖
畏
一
」
ご
漏
ら
し
て
み
る
謝
右
。

　
福
二
の
骸
骨
は
、
弟
生
蜜
が
随
身
し
て
上
京
し
た
。
帥

ち
生
昌
は
去
三
月
二
十
二
日
太
宰
府
を
畠
で
、
四
月
二
十

日
の
夜
入
京
し
、
直
ち
に
道
長
の
第
に
詣
り
、
そ
の
事
を

告
げ
た
。
そ
の
言
に
よ
る
ご
、
惟
仲
は
三
月
十
四
日
に
麗
じ

た
こ
あ
る
蝉
羅
關
。
小
右
記
に
も
生
端
入
京
の
事
を
記
し
、

且
つ
實
説
ご
し
て
、
楽
弓
は
三
月
十
二
日
病
を
受
け
、
同

十
四
田
に
麗
座
し
た
ご
あ
る
Q
而
し
て
こ
の
質
量
の
死
は

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
三
五
　
（
二
一
五
）



　
　
　
第
十
、
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
中
古
に
於
け
る
｛
予
佐
淋
人
の
活
勤

六
十
二
歳
ご
い
ふ
高
齢
の
せ
い
に
も
よ
る
が
、
一
面
に
は

宇
佐
騨
人
の
愁
訴
ご
い
ふ
こ
こ
か
ら
受
け
た
精
紳
上
の
打

撃
も
、
確
に
手
摺
っ
て
そ
の
死
を
早
め
し
め
た
こ
思
は
れ

る
。
そ
う
し
て
、
か
く
彼
の
死
を
早
め
し
め
た
神
人
の
愁

訴
に
つ
い
て
考
ふ
る
に
、
そ
れ
は
必
ら
す
し
も
、
蔵
入
の

横
紙
破
り
な
不
法
に
出
づ
ε
の
み
は
云
へ
な
い
の
で
、
少

く
も
彼
の
方
に
も
愁
訴
を
受
け
る
丈
け
の
非
行
が
あ
っ
た

ビ
思
は
れ
る
。
江
談
叢
に
よ
る
ご
、
彼
の
母
は
讃
岐
國
の

女
で
、
父
珍
材
が
讃
岐
介
の
時
に
生
ま
せ
た
子
が
彼
で
在

る
。
父
が
径
を
去
っ
た
後
、
彼
が
尋
ね
て
家
た
の
で
観
相
し

て
彼
に
向
ひ
「
汝
必
す
大
省
き
口
に
至
ら
ん
か
、
但
し
胆
心

に
依
て
頗
る
そ
の
妨
あ
b
、
之
を
盗
む
べ
き
也
」
ご
誠
め

た
。
果
し
て
彼
は
後
中
納
言
大
宰
帥
に
至
っ
た
が
、
宇
佐

宮
第
三
寳
殿
附
封
の
事
に
よ
っ
て
停
任
せ
ら
れ
た
、
ご
述

べ
て
み
る
。
そ
し
て
之
か
ら
推
せ
ば
、
寳
殿
附
封
の
事
も

彼
の
幸
心
か
ら
出
で
た
か
ご
も
思
は
れ
る
。
爾
彼
の
貧
心

を
傍
聾
す
る
も
の
は
、
筑
前
高
田
牧
に
毒
す
る
非
行
で
あ

餐

號

三
点
ハ
　
（
二
一
晶
ハ
）

る
Q
　
之
に
就
で
は
前
記
斑
規
か
ら
高
島
に
宛
て
荒
業
の
死
を

報
じ
た
書
歌
謡
に
、
高
田
牧
の
雑
感
を
悉
く
壷
岐
島
に
追

渡
し
た
の
は
惟
仲
の
所
行
で
、
下
官
（
高
規
）
が
宇
佐
定
の

聞
、
そ
の
方
に
氣
を
奪
は
れ
て
無
用
意
で
あ
っ
た
に
よ
り

そ
れ
に
つ
け
込
ん
だ
所
爲
で
あ
る
ご
云
っ
て
み
る
撚
課

姻、

W
し
高
親
は
、
寛
弘
二
年
正
月
ま
で
筑
前
守
で
あ
っ

た
の
で
、
正
月
九
日
に
、
太
無
難
に
下
す
べ
き
雑
事
の
定

書
を
、
彼
の
許
に
遣
は
し
て
み
る
の
も
、
或
は
こ
の
事
に

關
署
し
て
み
る
か
も
知
れ
ぬ
の
で
あ
る
。
而
し
て
吉
事
を

聞
い
た
實
資
は
、
そ
の
日
記
に
「
極
奇
惟
也
」
ご
述
べ
て
み

る
が
、
更
に
詳
し
く
由
來
を
尋
漁
る
に
、
初
め
帥
惟
仲
は

壼
岐
島
の
荒
馬
を
取
ら
し
む
ご
毒
し
て
高
田
牧
の
牧
子
十

三
入
を
同
義
に
居
渡
し
た
。
之
に
鋼
し
牧
司
書
は
堪
え
難

い
由
を
陳
訴
し
た
所
、
彼
は
重
ね
て
唐
分
の
難
色
長
字
欝

常
春
利
な
る
者
を
差
し
邉
は
し
て
、
擾
の
蕪
人
を
も
悉
く

登
岐
島
に
追
渡
し
た
。
そ
う
し
て
そ
の
間
に
春
利
は
、
牧



司
等
の
内
財
・
雑
吻
・
馬
鐙
に
年
貢
絹
十
四
疋
舞
舞
取
っ
た
Q

よ
っ
て
牧
司
等
は
こ
の
由
を
認
め
、
國
及
び
郡
（
筑
前
か

肥
前
か
未
だ
考
へ
得
す
）
の
謹
刎
を
講
ふ
て
、
過
日
（
先
日
）

朝
廷
に
言
上
し
π
。
然
る
に
そ
の
う
ち
帥
惟
仲
は
麗
去
し

春
荒
も
そ
の
後
上
京
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
朝
廷
で
は

彼
を
尋
問
せ
し
め
た
が
、
何
分
に
も
彼
は
姿
を
隠
し
π
爲

　
め
在
所
が
知
れ
な
か
っ
た
。
け
れ
ざ
五
月
（
寛
弘
二
）
頃
に

杢
り
、
或
風
説
に
近
江
國
に
罷
下
っ
て
み
る
こ
い
ふ
事
で

あ
っ
た
。
勿
て
、
・
右
大
器
湿
雪
は
、
近
江
國
の
國
符
を
取

り
寄
せ
て
健
児
よ
持
た
し
、
且
つ
家
．
†
入
一
物
を
差
加
え

て
、
伺
月
十
手
に
下
し
遣
は
し
た
所
、
十
三
日
の
朝
に
至

．
わ
、
首
尾
よ
く
捕
得
し
て
將
満
し
た
。
か
く
て
春
利
を
ば

厩
に
下
す
ご
共
に
、
そ
の
過
慮
並
に
日
記
串
雑
物
辮
文
を

進
め
し
め
π
伽
堵
侃
い
日
記
ビ
は
健
三
等
の
追
捕
の
歌
況
を

記
し
π
交
書
で
あ
り
、
そ
の
中
に
申
（
記
）
す
所
の
雑
物
無

文
ご
憾
、
春
利
が
高
田
黒
影
等
か
ら
押
取
つ
π
雑
物
の
弊

覧
濟
に
關
す
る
文
書
で
あ
ら
う
。
以
上
の
如
く
に
し
て
此
事

　
　
　
第
十
三
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
中
古
に
於
け
る
宇
佐
榊
人
の
括
動

件
は
結
末
を
告
げ
た
が
、
之
に
徴
し
て
も
惟
仲
の
帥
在
任

中
の
所
行
に
は
、
香
ば
し
か
ら
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
事
が
知

ら
れ
る
の
で
、
宇
佐
融
人
の
愁
訴
も
、
穴
勝
ち
正
當
な
根

慷
が
無
か
っ
た
鐸
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
而
し
て
こ
の
愁
訴
も
、
前
述
の
如
く
帥
惟
仲
を
慮
断
ず

る
こ
ご
に
よ
っ
て
、
略
解
決
し
π
が
、
爾
残
さ
れ
た
、
事

は
、
惟
仲
の
手
先
ご
な
っ
て
帥
宮
の
費
殿
に
加
封
し
た
下

手
入
太
宰
典
代
長
本
忠
義
に
籍
す
る
慮
畳
で
あ
る
○
忠
義

は
去
年
十
月
以
來
、
左
衛
門
弓
場
に
留
麗
せ
ら
れ
た
ま
、

で
一
年
近
く
過
ご
し
た
。
か
く
て
翌
二
年
十
月
十
日
に
至

）
右
大
才
季
随
は
忠
義
の
罪
名
勘
丈
を
行
成
の
許
に
持
参

し
て
み
る
。
そ
し
て
行
成
は
之
を
道
長
に
覧
せ
、
更
に
塞

内
腿
顯
光
め
第
に
詣
り
内
業
朝
臣
を
し
て
件
の
罪
名
三
文

　
　
　
　
　
　
　
タ

を
奉
呈
し
て
を
b
謝
つ
い
で
十
一
月
十
五
日
に
・
至
り
、
滋

長
以
下
左
侯
座
に
着
座
し
て
、
そ
の
童
歌
定
を
行
っ
た
。

諸
卿
一
同
は
た
“
法
家
の
勘
歌
に
依
っ
て
罪
科
に
行
ふ
べ

し
義
い
た
螺
鞭
磐
そ
し
て
士
万
二
＋
合
に
至

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
三
七
　
（
一
コ
七
）



　
　
　
第
十
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
中
古
に
於
け
ろ
宇
佐
騨
人
の
活
動

う
、
忠
義
を
佐
渡
に
配
流
す
る
こ
と
、
な
り
、
郎
ち
上
卿

の
納
言
は
侯
座
に
着
し
て
そ
の
官
符
を
見
繕
し
、
畢
っ
て

事
由
を
奏
聞
し
、
行
成
は
結
政
所
に
就
い
て
講
印
の
事
を

行
っ
て
み
る
翻
㌔
然
る
に
寛
弘
四
年
七
月
二
田
に
至
う

忠
義
は
非
常
赦
に
よ
り
、
官
符
を
給
っ
て
召
還
さ
れ
た
細

紀
略
、
小
右
記
、
　
o

長
｝
可
読
、
ご
、
エ
T
一
鵡

　
上
來
縷
述
せ
し
所
に
よ
っ
て
、
宇
佐
帥
人
ご
太
宰
府
ざ

の
欝
は
、
全
く
惟
巡
方
の
敗
こ
な
っ
た
、
．
少
く
も
朝
廷
は

そ
う
型
置
を
つ
け
だ
の
で
あ
っ
た
が
、
然
ら
ば
神
宮
内
部

の
孚
は
ざ
う
な
っ
た
か
ご
い
ふ
に
、
こ
れ
も
惟
建
方
が
敗

ビ
な
っ
た
の
で
あ
る
限
り
、
そ
れ
に
同
心
し
虚
構
大
宮
司
，

宇
佐
宗
海
一
派
の
敗
ご
な
っ
た
の
で
、
彼
は
早
く
も
怠
状

を
徴
せ
ら
れ
左
衡
門
弓
場
に
投
せ
ら
れ
た
こ
ご
は
、
既
述

の
蓮
り
で
あ
る
。
帥
ち
大
宮
司
乃
至
大
饗
家
甥
椹
大
宮
司

乃
至
宇
佐
家
の
孚
は
畢
に
前
者
の
勝
利
こ
な
っ
た
の
で
、

寛
弘
二
年
十
「
月
十
三
日
、
か
の
忠
義
の
罪
名
定
の
前
々

日
の
こ
ビ
、
右
大
臣
導
出
は
、
右
大
辮
行
成
に
向
ひ
、
宇

　
　
　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
　
　
三
入
（
二
一
入
）

佐
大
宮
司
邦
が
雑
事
に
從
ふ
べ
き
由
の
官
符
を
下
す
べ
き

事
を
仰
せ
て
み
る
○
維
事
に
從
ふ
ビ
は
、
宇
佐
宮
の
雑
事

を
執
行
す
る
こ
ご
で
邦
利
の
大
宮
司
職
を
從
前
通
り
認
め

る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
劃
し
行
成
は
「
不
レ
給
7
停
一
越
務
乏

宣
旨
い
息
急
レ
給
山
雪
昌
雑
事
噛
官
符
む
乎
」
ご
抗
議
を
申
し
立
て

、
み
る
。
蓋
し
郵
利
に
豊
前
下
毛
郡
司
膳
助
頼
及
び
門
司

關
平
蕪
方
等
を
殺
害
し
た
子
堕
な
罪
蓬
が
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
そ
れ
で
垢
光
も
、
倉
議
し
て
然
る
べ
く
取
り
行
ふ
よ

う
命
じ
て
み
る
が
、
結
句
こ
の
官
符
は
下
さ
れ
た
重
機
で

あ
る
瀧
。
煙
な
れ
ば
邦
利
髭
後
な
ほ
大
宮
司
職
に
現

任
し
て
み
て
、
次
の
如
き
事
件
が
遇
っ
て
み
る
か
ら
で
あ

る
。　
寛
弘
五
年
十
月
一
日
、
宇
佐
八
幡
宮
禰
宜
成
子
が
、
車

に
乗
っ
て
織
部
司
南
門
に
墾
り
、
大
宮
司
邦
利
が
無
實
を

以
っ
て
成
子
に
祓
を
科
せ
し
事
を
訴
へ
出
た
昭
林
．
．
祓
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
歌
轟

科
す
と
は
、
犯
罪
人
か
ら
賑
罪
の
甘
め
物
を
徴
解
す
る
を

い
ふ
の
で
、
こ
の
際
は
成
子
が
實
際
に
罪
が
な
い
に
瀾
は



ら
す
、
邦
利
は
有
り
こ
し
て
立
物
を
諜
徴
し
た
こ
い
ふ
の

で
あ
る
。
こ
の
訴
に
卑
し
邦
利
は
與
力
者
た
る
彌
勤
寺
講

師
元
亨
を
し
て
、
成
子
を
ざ
こ
迄
も
罪
入
こ
し
、
更
に
禰

宜
の
任
を
も
停
め
ら
れ
ん
こ
ご
を
申
し
立
て
た
も
の
ら
し

く
、
同
月
五
日
に
至
り
朝
廷
で
は
そ
の
陣
定
を
行
っ
て
み

る
蹴
。
更
に
邦
利
方
に
は
禰
宜
大
磯
清
子
も
加
は
つ
て
み

だ
ら
し
く
、
し
て
み
る
ご
之
も
矢
張
b
大
神
家
ご
宇
佐
家

ビ
の
箏
で
、
邦
利
等
の
宇
佐
家
島
排
斥
に
超
緩
し
て
る
る

も
の
ビ
思
は
れ
る
。
か
く
て
十
一
日
に
は
侯
議
が
あ
っ
て

件
の
邦
利
元
命
清
子
等
に
關
す
る
訴
訟
に
就
い
て
余
議
し

た
結
果
、
邦
利
に
過
あ
り
ビ
決
定
し
て
、
絡
に
彼
の
大
宮

司
職
を
停
め
て
み
る
網
嚇
。
そ
し
て
翌
六
年
三
月
十
五
日

に
至
り
、
宇
佐
相
規
を
大
宮
司
に
補
任
し
て
み
る
。
之
を

見
て
も
か
の
訴
訟
は
、
大
紳
・
宇
佐
爾
家
の
孚
で
あ
っ
旋

事
が
確
か
め
ら
れ
る
。
因
み
に
学
士
補
任
に
就
き
、
同
年

八
月
二
十
二
日
太
宰
府
に
下
し
た
官
符
中
に
「
縁
海
之
國

亦
給
レ
糎
」
ε
あ
れ
ば
、
相
規
は
京
都
か
ら
赴
任
し
だ
よ
う

　
　
　
第
十
三
谷
　
　
雑
　
纂
　
　
中
古
に
於
け
る
宇
佐
聯
入
の
活
動

で
あ
る
璽
璽
。
な
ほ
邦
利
、
元
會
就
て
は
、
其
後
も

太
宰
府
を
し
て
勘
問
せ
し
め
た
ら
し
く
、
同
年
九
月
八
日

侯
座
の
定
（
暫
定
）
で
、
同
士
の
上
申
に
係
る
召
問
元
命
邦

利
交
に
写
し
議
し
て
み
る
が
、
同
時
に
同
く
府
の
上
申
に

係
る
焼
白
面
重
文
を
も
議
し
て
み
る
翻
喘
。
こ
れ
は
宇

佐
宮
實
殿
の
嶢
亡
を
指
す
の
で
、
或
は
前
大
宮
司
邦
利
方

の
所
動
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
更
に
叢
に
注
意
す
べ

き
は
、
百
年
入
月
十
四
降
に
、
大
郷
藤
原
遠
が
園
務
を
停

止
さ
れ
て
み
る
事
で
あ
る
が
、
之
は
筑
後
守
菅
野
久
信
の

訴
に
依
る
の
で
灘
謝
麓
欝
。
宇
佐
蜜
は
何
等
の
關

係
も
な
い
こ
ご
で
あ
る
。

　
此
後
引
無
き
六
七
十
年
に
亙
り
紳
宮
ご
太
宰
府
こ
の
間

に
難
問
は
起
ら
な
か
っ
た
。
た
や
「
つ
長
暦
四
年
十
月
二

十
二
、
日
に
、
紳
宮
帥
人
の
直
訴
事
件
が
見
え
て
み
る
。
．
即

ち
同
臼
夕
方
主
上
が
内
裏
焼
白
に
よ
り
内
大
臣
駿
逼
の
二

條
第
に
行
幸
あ
ら
せ
ら
る
、
に
罵
り
、
東
院
の
東
大
路
ビ

紳
解
小
路
と
の
邊
に
於
い
て
、
宇
佐
宮
の
下
都
　
人
が
衣

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
三
九
　
（
二
．
M
九
）



　
　
　
第
十
三
巻
　
　
難
　
纂
　
　
中
古
に
於
け
ろ
宇
佐
紳
人
の
滑
働

冠
を
着
し
て
御
輿
の
右
の
方
に
進
み
寄
）
、
普
（
聲
）
を
畢

げ
て
訴
訟
に
及
ぼ
う
ご
し
た
が
、
希
有
の
事
で
あ
る
に
よ

り
、
右
將
（
右
近
衛
府
の
官
人
）
等
の
爲
め
に
追
質
せ
ら
れ

た
。
供
奉
の
一
入
で
あ
っ
だ
藤
原
資
房
は
、
之
に
つ
い
て

「
須
搦
捕
也
、
然
而
膝
許
里
下
所
一
之
間
．
左
右
有
レ
揮
也
、

故
不
レ
命
搦
也
、
薯
尤
非
常
也
」
ご
評
し
て
み
る
講
。
而
し

て
こ
の
直
訴
の
内
容
は
何
で
あ
っ
た
か
詳
で
は
な
い
。

　
右
の
直
訴
事
件
の
後
、
約
五
十
年
に
し
て
鵡
つ
だ
の
が

寛
治
年
間
の
愁
訴
で
あ
る
。
寛
治
元
年
十
二
月
二
十
九
日

宇
佐
紳
民
（
為
人
）
等
は
憂
串
す
所
あ
り
こ
て
、
院
（
白
河
）

御
所
の
陣
邊
に
若
干
数
墾
集
し
た
噸
愁
訴
の
内
容
は
、

字
佐
宮
槍
校
公
瑚
が
同
宮
の
黄
金
御
正
忌
を
盗
ん
だ
ご
い

ふ
こ
ご
、
、
大
壷
藤
原
實
政
が
大
隅
臨
記
入
幡
宮
の
紳
輿

を
射
纏
め
た
ビ
い
ふ
事
こ
の
二
件
で
あ
っ
た
Q
宇
佐
紳
人

が
正
八
幡
宮
の
事
に
ま
で
容
督
し
た
の
は
、
爾
赴
の
聞
に

本
末
に
似
た
關
係
が
あ
っ
た
か
ら
で
、
當
代
人
の
問
に
は

八
幡
紳
は
初
め
大
隅
國
に
現
は
れ
、
次
に
宇
佐
宮
に
遷
つ

　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
観
○
　
（
二
二
〇
）

た
も
響
も
考
え
ら
れ
て
ゐ
藷
粥
傭
。
．
但
し
勢
力
の
黙

か
ら
云
へ
ば
、
一
歴
・
更
的
童
宇
櫨
細
に
基
づ
き
、
鹿
ず
佐
宮
は
恥
遊
か

に
勝
る
も
の
が
あ
っ
た
爲
め
、
爵
ら
其
聞
に
本
灘
に
似
だ

地
位
を
占
め
、
そ
し
て
正
入
超
宮
の
事
に
も
干
算
す
る
に

至
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
蒔
、
宇
佐
脚
入
の
愁
訴
し
た
事

件
が
輩
に
黄
金
犯
用
に
罰
し
て
の
み
で
な
い
事
は
、
こ
の

後
貫
入
幡
宮
に
關
す
る
所
の
確
か
な
文
献
中
に
、
宇
佐
脚

民
の
訴
に
依
る
密
漁
鱒
こ
か
、
宇
佐
宮
の
愁
に
依
る

驚
儲
趨
ず
か
、
宇
佐
言
説
訴
害
か
の
交
宇
が
あ

る
の
で
解
か
る
。
但
し
3
4
に
大
隅
國
正
八
幡
宮
紳
人
の
愁

に
依
る
穐
蜷
ど
も
あ
れ
ば
、
七
宮
紳
人
も
加
は
つ
て

み
た
こ
ご
云
ふ
迄
も
な
い
。

　
か
く
て
こ
の
愁
訴
に
甥
し
、
璽
寛
治
二
年
二
月
｝
日
、

諸
卿
は
陣
定
を
行
っ
て
ゐ
嘉
鯉
輪
醐
辮
更
に
三
月

二
十
日
の
陣
定
で
は
、
大
武
實
蚊
の
正
入
幡
宮
棘
輿
を
射

た
罪
が
、
数
前
の
犯
た
る
に
依
り
赦
に
會
ふ
べ
き
や
否
や

に
喪
い
姦
議
し
て
み
る
擁
練
。
而
し
て
叢
に
云
ふ
激
の

，

し



鳳

行
は
れ
た
時
月
は
、
何
れ
寛
治
元
年
中
で
あ
ら
う
が
、
そ

の
月
日
を
未
だ
詳
に
し
な
い
、
或
は
同
年
六
月
五
宝
に
院

宣
を
下
し
、
嘗
て
院
使
を
凌
心
し
て
弓
場
に
鈎
せ
ら
れ
た

皇
后
宮
大
進
以
綱
の
罪
を
赦
し
て
み
る
か
ら
、
そ
れ
を
指

し
た
の
か
も
知
れ
な
い
羅
。
何
れ
に
し
て
も
實
政
の
駈

犯
は
、
そ
の
赦
前
に
行
は
れ
た
事
は
確
か
で
あ
っ
淀
が
、

そ
れ
に
し
て
も
赦
に
會
ふ
て
免
せ
ら
る
べ
き
性
質
の
も
の

で
あ
る
か
否
か
に
就
て
は
、
事
情
を
審
に
せ
な
い
ま
、
に

頗
る
議
論
が
あ
っ
た
ら
し
く
、
終
に
五
月
二
＋
日
に
至
り

推
問
使
を
太
宰
府
に
遣
り
、
そ
の
翼
相
を
取
調
べ
さ
し
た

順
、
そ
し
て
こ
の
使
藤
京
し
て
乱
し
淀
報
告
に
基

き
、
諸
滋
の
濡
者
は
實
政
の
罪
名
を
勘
え
、
絡
に
大
逆
に

鴬
る
由
を
勘
串
し
π
。
よ
っ
て
諸
流
は
入
月
二
十
五
日
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
に
ヨ
へ

の
當
否
を
倉
議
し
た
譜
纒
抄
Q

　
尋
で
閏
十
月
十
九
疑
に
至
り
、
内
大
臣
師
逓
が
藏
人
二

番
に
太
宰
府
交
書
を
下
し
て
み
る
の
も
、
之
に
關
係
し
た

署
思
は
れ
る
が
鰍
等
長
に
二
＋
九
昌
至
り
、
陣
座

　
　
r
第
十
三
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
中
古
に
於
け
ろ
宇
佐
聯
入
の
活
動

に
於
て
再
び
實
政
の
罪
認
定
を
行
っ
て
み
る
。
先
づ
左
大

鷺
俊
房
は
「
検
非
違
使
勘
問
國
永
日
記
」
を
取
寄
せ
て
、
諸

卿
に
披
見
せ
し
め
た
。
國
永
は
實
政
の
手
先
こ
な
う
、
紳

輿
を
射
た
下
手
入
で
あ
る
。
そ
し
て
之
を
京
都
に
召
喚
し

て
槍
罪
証
使
が
勘
廻
し
、
其
状
況
を
記
し
た
の
が
、
件
の

日
記
で
あ
る
。
次
に
定
に
入
り
、
ま
つ
右
大
辮
遍
俊
は
勘

文
（
求
問
臼
記
）
を
護
み
上
げ
、
畢
っ
て
左
大
賀
匡
房
曰

く
、　

國
永
を
召
し
に
遣
っ
た
三
唱
は
、
大
武
が
彼
に
瀞
輿
を
射
よ
ε

　
仰
せ
た
か
否
か
を
確
め
ん
が
爲
で
あ
る
、
通
る
に
彼
の
陳
蓮
に

　
よ
れ
ば
、
別
に
射
よ
ご
も
射
る
可
か
ら
す
ミ
も
仰
せ
な
か
っ
た

　
ミ
の
事
で
あ
．
る
、
敵
に
猫
よ
く
彼
國
、
永
を
拷
問
し
て
、
眞
粗
を

　
確
か
む
べ
き
鰍

次
に
右
兵
衛
督
俊
實
曰
く
、

　
圃
永
の
陳
申
詞
の
中
に
『
彼
が
大
武
か
ら
、
正
八
幡
宮
に
罷
向

　
ひ
、
経
二
等
（
正
八
幡
宮
下
人
）
を
召
進
す
べ
し
ミ
の
府
宣
を
蒙

　
つ
て
彼
、
．
蹴
退
す
る
こ
ε
九
ク
度
に
及
び
、
最
後
に
は
申
文
を

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
四
一
　
（
二
一
コ
）



　
　
　
第
十
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
中
古
に
於
け
る
宇
佐
紳
人
の
活
動

　
認
め
て
府
の
目
代
肥
後
肉
蝿
源
時
綱
に
付
囑
し
、
そ
う
し
て
大

　
戴
に
獣
じ
て
貰
は
う
ミ
し
た
所
、
時
綱
は
申
文
を
破
却
し
、
國

　
永
の
妻
を
召
し
渡
（
御
向
）
る
べ
き
由
を
仰
下
し
た
、
断
て
彼
（
國

　
永
）
は
如
何
ミ
も
仕
難
く
偏
に
指
向
つ
た
』
ミ
述
べ
て
み
る
。
さ

　
れ
ば
此
條
に
付
き
時
綱
を
聖
子
す
べ
き
歎
。

通
俊
及
び
左
衛
門
督
家
忠
。
侍
從
大
納
言
雅
實
・
源
大
納
言

師
忠
等
ほ
何
れ
も
匡
房
の
説
に
同
じ
、
右
衛
門
督
俊
明
は
虚

業
の
説
に
賛
成
し
だ
。
こ
れ
に
貸
し
帥
中
納
言
伊
江
は
「
左

右
可
レ
候
動
定
に
ご
申
し
、
更
に
椹
大
納
言
経
営
は
定
め
て

曰
く
、

　
國
永
を
訊
問
す
る
主
意
は
、
大
武
が
果
し
て
紳
輿
を
射
よ
、
こ
命

　
じ
た
か
否
か
の
條
を
確
む
る
に
あ
る
、
け
れ
共
件
の
事
を
退
迩

　
す
る
に
定
め
て
射
よ
ミ
は
仰
せ
な
い
ミ
思
は
れ
る
、
然
れ
ば
國

　
永
を
問
ふ
こ
ミ
は
止
め
、
こ
の
儘
断
乳
日
記
を
法
家
に
下
し
、

　
罪
科
の
有
無
輕
重
を
勘
ぜ
し
め
て
然
る
べ
き
で
あ
る
、
但
し
俊

　
實
の
論
の
如
く
、
三
綱
の
方
は
訊
問
を
加
ふ
る
必
要
が
あ
る
、

　
因
み
に
法
家
を
し
て
舞
踊
を
勘
え
し
む
る
に
當
っ
て
は
有
眞
に

　
間
ふ
べ
か
ら
ざ
る
鰍
、

　
　
　
　
　
　
　
　
隔
単
二
縫
｝
　
　
　
四
二
　
（
二
一
一
二
）

罪
科
の
晶
群
に
大
観
事
明
法
博
士
有
翼
を
排
斥
せ
る
理
由

は
、
彼
が
先
に
實
政
の
罪
名
を
勘
塾
し
て
大
逆
と
し
、
し

か
も
働
文
中
に
希
代
犯
科
ご
い
ふ
…
標
な
文
字
が
あ
っ
て
、

諸
獅
は
多
く
之
を
不
老
ご
認
め
て
み
た
か
ら
で
あ
る
。
而

し
て
こ
の
経
信
の
説
に
は
、
師
遙
・
左
大
臣
俊
房
。
按
察
實

季
も
同
意
し
た
。
か
く
て
俊
房
は
更
に
意
見
を
述
べ
し
め

諸
職
も
大
運
申
し
畢
っ
て
次
に
俊
房
は
頭
辮
季
仲
を
し
て

こ
れ
ら
の
定
串
せ
し
趣
を
述
べ
し
め
、
匡
房
之
を
書
し
て

定
着
を
作
っ
た
。
定
文
は
院
に
奏
せ
し
に
、
数
勉
の
後
仰

下
さ
れ
て
曰
く
、

　
此
間
の
日
記
を
以
っ
て
法
家
に
問
ふ
べ
し
、
又
時
綱
を
も
訊
す

　
べ
し
、
而
し
て
先
に
時
綱
が
『
神
威
を
濁
る
可
か
ら
す
』
「
こ
君
つ

　
た
か
雷
は
な
か
っ
た
か
は
、
大
幅
の
罪
科
に
相
蓮
を
來
す
べ
き

　
難
，
然
れ
ば
時
運
を
訊
問
し
て
後
、
日
記
を
法
家
に
下
す
べ
き
難

俊
房
之
を
諸
卿
に
示
し
て
更
に
先
に
意
見
を
述
べ
し
人
々

の
足
前
を
叩
き
し
に
、
匡
房
漣
俊
串
し
て
曰
く
「
時
綱
を
問

ふ
べ
し
ご
は
院
に
奏
せ
し
め
無
か
っ
た
所
で
あ
る
」
ε
。



之
に
謝
し
俊
實
曰
く
「
時
綱
訊
問
の
事
は
奏
せ
し
め
た
、

何
ε
な
れ
ば
そ
れ
は
極
め
て
大
事
な
こ
ε
で
若
し
時
綱
が

串
さ
な
い
事
柄
を
國
永
が
越
し
立
て
た
こ
す
れ
は
、
時
綱

は
偏
に
職
質
を
以
っ
て
其
罪
科
を
蒙
る
繹
で
、
尤
も
不
便

で
あ
る
、
故
に
奏
せ
し
め
π
の
で
あ
る
」
ご
。
更
に
経
信

曰
く
「
大
隊
の
罪
科
は
大
略
見
嘗
が
つ
い
て
み
る
ご
思
ふ

故
に
此
間
の
日
記
は
、
直
に
漆
家
に
下
し
極
せ
し
む
可
剖

で
あ
り
、
時
綱
に
、
至
っ
て
は
追
っ
て
尋
問
し
て
も
何
事
か

あ
ら
ん
、
叉
時
綱
は
在
京
の
人
で
あ
る
か
ら
、
此
方
も
成

る
べ
く
早
く
訊
問
す
べ
き
で
あ
る
、
若
し
彼
是
孚
黒
し
て

る
、
又
傳
仰
の
人
皇
綱
を
未
だ
罪
せ
ざ
る
上
に
若
し
下
手

人
國
適
評
り
を
訊
問
す
る
ε
す
れ
ば
、
彌
々
停
滞
の
階
ビ

な
る
の
で
は
あ
る
ま
い
歎
」
ご
。
然
し
俊
房
は
猶
院
旨
の

遣
り
時
綱
を
問
ふ
て
後
、
罪
科
を
勘
せ
し
む
べ
し
ご
固
執

し
π
。
そ
の
他
諸
卿
も
各
々
意
見
を
申
し
た
。
か
く
て
数

勉
の
後
、
院
か
ら
「
有
眞
以
外
で
誰
に
勘
申
せ
し
む
べ
き

か
」
こ
の
仰
が
あ
っ
た
の
で
、
諸
卿
定
あ
巾
し
て
曰
く
「
槍

　
　
　
第
十
三
巻
　
　
、
雑
　
纂
　
　
中
古
に
於
け
る
宇
佐
融
入
の
活
動

非
違
使
惟
宗
國
任
及
び
範
政
を
し
て
勘
申
せ
し
む
べ
き
飲

但
し
範
政
は
重
服
で
あ
る
か
ら
先
例
を
尋
澱
べ
き
鰍
、
強

非
違
使
義
忠
の
適
否
は
・
知
ら
な
い
し
ご
。
義
忠
を
疑
問
覗

し
た
理
由
は
、
矢
張
り
有
眞
ご
共
に
先
に
勘
串
に
從
つ
た

か
ら
で
あ
る
。
次
い
で
右
の
定
文
を
奏
せ
し
に
、
仰
せ
に

曰
く
「
前
大
知
朝
臣
の
罪
科
を
勘
毒
す
べ
き
の
由
、
道
の

槍
非
違
使
に
上
下
す
べ
し
、
範
政
に
於
て
は
、
先
例
を
尋

ぬ
べ
し
、
義
忠
に
於
て
は
下
す
べ
か
ら
す
（
與
ら
し
む
べ

か
ら
す
）
又
有
事
の
取
（
勘
申
）
せ
し
大
盗
希
代
の
犯
科
た

る
の
由
を
も
尋
問
は
る
湿
し
（
槍
踊
蓮
使
に
勘
逃
せ
し
め

よ
）
」
ご
。
時
は
將
に
夜
孚
で
あ
る
蜘
襯
翻
滋
轍
。
道
の
槍
非

違
使
ご
は
、
法
家
出
身
の
そ
れ
の
意
で
あ
る
。
叉
實
政
を
指

し
て
前
大
武
朝
臣
ε
あ
る
よ
り
推
せ
ば
、
彼
は
既
に
楚
務

を
停
止
さ
れ
て
み
た
こ
ご
が
解
か
る
の
で
、
公
卿
補
任
に

よ
れ
ば
為
少
く
も
當
時
は
上
京
し
て
み
た
ら
し
く
、
随
っ
て

こ
の
度
も
推
問
を
受
け
た
事
は
、
帥
記
の
註
に
「
被
レ
問
謡
大

二
一
之
條
、
可
レ
被
レ
加
＝
彼
所
レ
申
大
逆
車
馬
」
ご
あ
る
の
で
推

　
　
　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
　
四
三
（
二
二
三
）



　
　
　
第
十
三
魯
　
　
稚
　
纂
　
　
中
古
に
於
け
る
宇
俊
淋
人
の
活
勤

察
で
き
る
○
な
ほ
先
に
膚
眞
が
實
政
の
犯
行
を
勘
問
し
て
、

希
代
之
犯
科
と
書
し
た
事
が
、
非
常
に
問
題
競
さ
れ
た
趣

は
叢
で
も
知
ら
れ
る
の
で
、
r
爲
に
有
箕
は
そ
れ
に
就
い
て

の
勘
問
を
受
け
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
ご
～
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
如
く
國
任
を
し
て
勘
問
の
事
に
從
は
し
む
る
ご

共
に
、
　
触
方
正
八
幡
宮
へ
の
方
策
ご
し
て
、
翌
十
一
月
二

十
三
日
に
は
官
符
を
下
し
太
宰
府
に
命
じ
て
損
失
せ
し
正

入
幡
宮
の
紳
賓
を
修
造
せ
し
め
て
み
る
。
そ
の
官
符
に
は

次
の
如
き
文
句
が
あ
る
。
跡
難
影
響
継
、

　
大
隅
業
曝
八
幡
宮
損
失
紳
費
物
、
宜
仰
一
…
太
宰
府
↓
油
一
…
急
焼
解
歌

　
虚
貝
早
事
修
造
一
但
此
中
於
聯
王
面
形
一
枚
一
者
、
低
蟹
奮
古

　
門
馬
い
難
瓢
測
造
一
否
之
旨
、
須
先
考
法
眼
清
園
一
相
島
讐
子
細
一
繧
晶

　
言
よ

叢
に
見
ゆ
る
損
失
紳
寳
に
就
て
は
、
或
は
之
を
聖
帝
射
殺

事
件
の
原
因
で
あ
る
ご
も
解
繹
鴇
來
る
、
帥
ち
最
初
隠

宅
が
損
失
し
π
に
就
い
て
君
民
は
翼
端
を
以
っ
て
其
修
造

方
を
太
宰
府
に
請
ふ
た
所
、
府
は
そ
れ
を
受
付
け
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
錦
二
號
　
　
　
四
四
　
（
ニ
ニ
照
）

つ
た
爲
に
、
榊
民
は
憤
り
紳
璽
ハ
を
振
り
大
貫
し
て
府
に

強
訴
せ
ん
こ
て
追
っ
た
の
で
、
實
政
は
之
を
防
が
し
め
、

絡
に
番
鳥
を
射
る
こ
い
ふ
結
果
に
立
ち
至
っ
た
こ
も
説

明
が
毘
繋
る
。
然
し
件
の
騨
寳
は
往
古
の
露
物
で
そ
の
修

造
さ
へ
鞍
瓦
な
い
と
云
は
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
見
れ
ば
、

如
何
に
紳
民
ご
難
も
之
が
修
造
を
府
に
迫
る
こ
い
ふ
無

理
を
敢
行
し
な
い
で
あ
ら
う
。
さ
れ
ば
件
の
神
費
の
損
失

は
、
前
述
の
如
く
偶
然
に
損
失
し
た
ご
い
ふ
の
で
は
な

く
，
全
く
實
政
等
の
紳
輿
射
撃
の
結
果
に
よ
る
帥
ち
騨
輿

を
射
た
爲
に
そ
の
中
に
安
置
せ
る
棘
寳
を
損
失
し
だ
も
の

こ
解
呈
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
そ
し
て
か
く
損
失
し
た
紳
寳

の
色
目
等
に
就
い
て
馬
肥
は
解
状
を
以
っ
て
訴
え
た
の

で
、
朝
廷
は
取
敢
え
す
太
宰
府
を
し
て
修
造
せ
し
め
だ
の

で
あ
ら
う
。
し
か
し
神
鏡
（
紳
王
面
形
）
一
再
だ
け
は
修

造
の
可
能
性
の
有
無
が
疑
は
れ
た
の
で
、
先
づ
法
眼
清

算
に
子
細
を
尋
ね
し
む
る
事
こ
し
た
の
で
あ
る
。
因
み

に
修
造
せ
し
め
た
結
果
に
就
い
て
は
、
或
は
夢
告
が
あ
っ



て
造
立
し
た
こ
も
、
或
は
難
物
ご
、
等
し
て
造
ら
な
か
っ
た

ε
も
傳
へ
ら
触
、
み
る
錨
草
蟹
而
し
て
右
の
紳
鏡
修

造
．
に
涌
し
黙
認
を
受
け
だ
法
眼
怪
怪
は
何
れ
正
八
幡
宮
關

係
の
信
号
で
あ
ら
う
が
、
帥
記
に
よ
る
ご
彼
は
此
頃
別
に

「
正
入
幡
宮
御
輿
到
着
次
第
文
」
を
注
邊
し
て
み
る
。
こ

れ
は
恐
ら
く
朝
命
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
ら
う
◎
帥
ち
同

十
，
一
翼
．
｝
、
｝
十
七
日
経
信
は
唾
壷
殿
（
師
管
）
に
墾
っ
て
右
の

注
文
を
報
告
し
、
そ
の
命
に
よ
り
館
、
宅
後
之
を
季
仲
の
許

に
邊
っ
て
み
る
鋤
。
御
輿
到
着
次
第
文
、
ご
は
正
当
幡
宮
帥

輿
が
導
入
に
塘
が
れ
て
太
宰
府
に
到
養
す
る
に
至
っ
た
顛

末
を
記
し
た
も
の
こ
思
は
れ
る
の
で
、
矢
張
實
政
の
罪
名

定
の
必
要
上
口
清
圓
を
し
て
暗
転
せ
し
め
た
の
で
あ
ら

う
σ　
か
く
て
此
間
に
國
任
の
勘
文
も
出
來
上
っ
た
の
で
あ
ら

う
。
同
三
十
日
に
至
り
、
諸
卿
は
夏
に
陣
定
を
行
ひ
議
す

る
所
が
あ
っ
た
斜
壁
。
こ
の
日
俊
房
は
ま
つ
緑
発
を
以

っ
で
案
内
を
轟
轟
師
實
の
直
門
（
宿
所
）
に
申
さ
し
め
し
に

　
　
　
第
十
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
申
古
に
於
け
る
宇
控
聯
人
の
活
動

師
實
は
右
衛
門
少
志
論
宗
國
任
解
文
・
明
法
盛
土
有
興
，
辮

申
稀
代
吊
雲
等
の
文
書
一
結
を
忍
男
に
下
給
ひ
、
且
そ
の

仰
詞
に
曰
く
「
伴
國
任
働
摘
発
有
罪
陳
詞
如
レ
此
、
何
様
可
レ

錯
行
乎
」
ビ
。
新
宰
相
公
定
ま
つ
獲
蓋
し
て
曰
く
「
如
髭

法
家
勘
丈
、
難
レ
申
一
一
左
右
嚇
可
レ
候
動
定
し
ご
。
次
に
匡
房

恥
し
て
曰
く
、

　
件
の
第
二
の
勘
丈
巾
に
、
先
づ
實
政
の
件
の
犯
科
は
、
到
底
赦

　
に
會
ふ
可
か
ら
ざ
る
の
由
を
参
し
、
次
に
た
ε
へ
激
に
會
ふ
ε

　
も
除
名
に
庭
す
べ
き
の
露
を
注
し
、
叉
國
永
は
最
先
に
紳
輿
を

　
射
た
者
で
あ
る
に
關
は
ら
す
、
そ
の
罪
は
軍
に
三
流
な
る
の
由

　
を
勘
申
し
て
み
る
の
は
、
尤
も
そ
の
疑
の
多
い
所
で
あ
る
。
更

　
に
律
文
嫡
の
只
自
適
智
酒
家
以
集
案
莚
罪

斐
、
一
一
蕪
）
レ
婆
一
遍
鍵
課
藻
を
勘
申
し

　
て
る
る
が
、
そ
の
至
死
減
一
等
を
勘
じ
て
、
絞
刑
に
塵
す
べ
し

　
一
こ
し
て
み
る
の
は
、
未
だ
其
の
心
を
得
な
い
不
審
で
あ
る
。

ご
。
通
俊
も
謀
大
逆
に
就
い
て
論
ず
る
所
が
あ
っ
た
が
、

記
録
歓
け
て
不
明
で
あ
る
訓
。
而
し
て
右
の
匡
房
．
通
俊

の
説
を
綜
合
す
る
に
、
國
任
は
實
政
等
の
犯
科
を
謀
大
逆

　
　
　
　
　
　
　
　
第
ご
號
　
　
四
五
（
ニ
ニ
五
）



　
　
・
第
十
三
塗
　
　
雑
　
纂
　
　
中
盲
に
於
け
ろ
宇
佐
憩
人
の
濡
動

罪
に
當
る
こ
し
、
就
中
實
政
を
首
罪
ご
し
て
死
刑
に
慮
し

國
永
を
從
罪
ご
し
て
遠
流
に
倒
す
ご
な
し
た
、
但
し
實
政

の
自
首
に
よ
り
、
減
刑
を
認
め
た
が
そ
の
膚
首
に
は
多
少

儒
が
あ
り
旦
っ
充
分
で
な
か
っ
た
故
に
、
不
勝
不
仁
の
罪

を
以
っ
て
之
を
律
し
一
等
を
減
じ
て
絞
刑
に
蔵
す
べ
し
ご

勘
申
し
た
の
で
あ
る
。
け
れ
共
、
之
は
律
文
に
照
せ
ば
頗

る
間
違
っ
て
み
る
。
随
っ
て
匡
房
等
が
「
尤
多
其
疑
」
こ
か

［、

｢
得
其
心
」
こ
て
之
を
非
難
し
だ
の
も
瞭
然
で
、
爾
こ
の

後
に
も
そ
の
定
が
あ
っ
て
、
絡
に
解
任
の
謝
申
を
覆
へ
す

の
結
果
に
立
ち
劉
っ
て
み
る
。
か
く
て
こ
の
日
（
十
一
月

三
十
日
）
の
定
の
結
果
、
前
大
倉
從
二
位
實
政
を
除
名
の
上

伊
豆
國
に
配
流
し
、
目
代
毘
後
前
司
源
時
綱
を
安
房
國
に

（
遠
流
）
、
大
武
の
鷹
官
等
時
綱
以
外
八
人
（
國
永
も
洗
中

か
）
を
土
佐
國
（
遠
流
）
に
流
す
こ
ビ
、
な
つ
π
掻
揚
儲
測
礪

翻喉

�ь

ﾔ
戸
諦
跡
丈
。
中
右
記
に
よ
れ
ば
「
但
無
窮
旦
専
一
云
々

此
前
数
度
、
依
国
事
礫
レ
有
陣
定
嚇
不
二
決
一
也
。
引
昌
及
今

日
一
也
」
こ
て
頗
る
難
…
問
題
で
あ
っ
だ
事
を
説
き
、
且
つ
配

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
　
　
四
山
ハ
　
（
丁
丁
山
口
）

流
に
理
り
宣
命
が
幽
な
か
っ
た
こ
い
っ
て
る
る
。
而
し
て

此
罪
名
定
に
當
っ
て
も
、
例
の
如
く
宇
佐
紳
の
露
威
が
認

め
ら
れ
だ
ら
し
く
、
百
練
抄
に
は
、
食
議
の
間
暴
政
の
直
癒

に
光
耀
が
あ
り
、
在
陣
の
公
卿
一
箪
入
は
、
そ
こ
に
鬼
物

の
豊
（
を
見
た
宣
べ
て
を
り
、
忠
實
の
中
外
抄
嫉
荏
か

に
は
定
の
時
、
鳩
が
軒
廊
邊
に
居
た
こ
も
傳
へ
て
る
る
。
か

く
て
此
後
罪
人
は
各
々
配
所
に
赴
い
だ
が
、
暴
政
は
璽
三

年
伊
豆
に
押
逡
さ
れ
る
途
中
、
近
江
國
に
於
て
出
家
し
た
、

し
か
し
宥
さ
れ
す
し
て
追
下
さ
れ
た
齢
。
時
に
實
政
年

七
十
一
。
そ
し
て
寛
治
七
年
二
月
十
八
日
、
七
十
五
歳
を

以
っ
て
伊
豆
國
で
薫
じ
た
。
こ
の
報
告
が
同
母
よ
り
京
都

に
齎
ら
さ
れ
た
の
は
、
三
月
目
學
の
事
で
あ
る
薫
炉
鷹

公
卿
補
任
、

尊
卑
分
詠
、

　
實
政
の
罪
名
定
に
當
つ
そ
は
、
縁
坐
者
に
就
て
も
倉
議

す
べ
き
筈
で
あ
っ
だ
が
、
息
出
の
勘
文
に
不
審
が
あ
っ
た

爲
め
、
延
期
さ
れ
て
み
た
。
よ
っ
て
其
年
（
寛
治
二
）
十
二

月
八
日
、
墨
壷
師
實
の
三
睡
魔
に
於
て
公
卿
定
を
行
ひ
、



そ
の
事
を
議
し
て
み
る
。
ま
つ
師
實
は
二
棟
廊
に
寓
で
．

開
會
を
宣
し
て
日
「
先
日
依
　
零
墨
勘
ぎ
所
レ
被
レ
行
昌
實
政

事
一
也
、
而
彼
日
定
云
、
興
大
逆
謀
大
逆
之
條
、
猶
有
二
其

疑
ハ
．
至
手
實
政
等
一
三
、
早
可
レ
被
レ
行
者
、
於
＝
流
座
入
條
一
者
、

後
日
可
レ
被
　
一
定
一
者
、
妬
嬬
被
レ
問
一
一
旧
任
一
所
レ
召
也
旨
、
、
師

ぢ
國
任
に
も
次
第
を
問
ふ
爲
め
、
召
し
寄
せ
た
の
で
あ
る
。

や
が
て
俊
房
が
泊
り
、
國
托
勘
文
の
趣
に
つ
き
匡
房
。
通

俊
及
び
経
信
に
意
見
を
徴
し
た
。
撞
花
町
し
て
曰
く

　
辞
任
の
半
文
の
如
く
ん
ば
、
實
改
の
罪
を
謀
大
逆
ミ
勘
申
し
て

　
み
る
が
、
熟
々
之
を
案
ず
る
に
、
謀
大
逆
ミ
は
謀
っ
て
未
だ
行

　
は
ざ
る
を
い
ふ
、
直
る
に
實
攻
の
所
行
は
、
矢
を
放
ち
憩
輿
を

　
射
た
の
で
あ
る
か
ら
、
已
に
行
っ
た
ぐ
」
言
ふ
べ
き
で
あ
る
、
之

　
を
何
故
に
謀
大
逆
ε
勘
申
し
た
の
で
あ
る
乎
h

ε
、
墜
ち
眞
大
逆
説
を
主
張
し
旋
の
で
あ
る
。
之
に
甥
し

て
匡
房
は
勘
文
に
説
一
号
大
逆
説
は
之
を
是
認
し
た
が
，

な
ほ
國
任
が
實
政
ご
國
永
ご
の
罪
の
首
從
の
年
別
を
誤
っ

て
み
る
を
指
摘
し
て
曰
く
、
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
第
十
三
巷
　
　
難
　
纂
　
　
申
古
に
於
け
る
宇
佐
紳
人
の
活
動

　
件
の
難
文
の
如
く
ん
ば
、
已
に
御
輿
を
射
た
者
（
嘉
永
）
を
以
つ

　
て
從
罪
に
勘
申
し
て
み
る
が
、
そ
れ
は
當
を
得
て
み
な
い
、
然

　
れ
ば
鋼
ち
紳
輿
を
射
た
者
を
三
っ
て
首
罪
ミ
云
ふ
べ
き
で
、
實

　
攻
に
至
っ
て
は
御
輿
を
射
る
べ
し
ミ
仰
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
る

　
か
ら
、
矢
張
り
謀
大
回
ミ
言
ふ
べ
き
鰍

ざ
。
之
に
よ
る
ご
、
先
に
問
題
ご
な
っ
た
所
の
、
實
政
が

三
三
を
射
よ
ご
命
じ
淀
か
否
か
ご
い
ふ
こ
ご
は
、
結
局

射
よ
ご
命
じ
な
か
っ
た
事
に
な
っ
て
み
る
。
そ
し
て
之
か

ら
出
干
し
て
、
強
引
は
國
永
を
首
罪
等
し
て
興
大
逆
に
當

て
、
實
政
を
謀
大
蓮
ビ
し
た
の
で
あ
る
。
更
に
以
上
の
二

説
に
隠
し
、
経
信
潔
し
℃
曰
く
、

　
國
任
の
勘
文
に
は
大
武
の
罪
を
諜
大
逆
ε
勘
申
し
て
み
る
噛
働

　
て
其
罪
の
三
重
を
案
ず
る
に
、
大
回
に
於
て
至
適
で
あ
．
る
、
但
し

　
通
俊
の
申
す
如
く
ん
ば
、
是
に
已
に
順
応
に
射
中
て
た
已
行
の

　
事
ミ
言
ふ
べ
き
で
あ
る
に
關
は
ら
す
、
偏
に
謀
大
逆
定
窯
申
す

　
る
は
非
難
を
発
が
れ
難
い
言
の
事
で
あ
る
、
次
に
若
叉
匡
房
の

　
申
す
如
く
ん
ば
、
沸
輿
を
射
し
入
を
以
っ
て
眞
大
逆
に
腿
せ
よ

　
ミ
の
趣
で
あ
る
、
し
か
し
眞
大
逆
に
は
既
に
品
評
の
腿
別
が
な

　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
號
　
　
　
四
七
　
（
二
二
七
）



　
　
　
第
十
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
巾
古
に
於
け
る
宇
佐
聯
入
の
活
勤

　
く
、
郵
政
を
監
臨
調
司
卸
所
部
有
瀞
犯
レ
法
不
昌
繋
逆
馬
訟
の
律
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

　
に
照
し
て
庭
雛
す
る
ぐ
」
す
れ
ば
、
矢
張
り
首
罪
に
科
す
べ
き
で

　
は
あ
る
ま
い
歎
。

ご
、
垂
簾
も
眞
大
逆
説
に
傾
い
た
の
で
あ
る
。
次
に
季
伸

を
召
し
、
以
上
の
趣
等
を
國
任
に
問
は
し
め
、
國
任
は
之

に
陳
申
す
る
所
が
あ
っ
た
が
、
記
録
敏
け
て
不
明
で
あ
る

騨
程
。
但
し
後
二
條
師
走
記
に
よ
れ
ば
、
明
法
博
士
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
リ
タ
ヂ

實
（
箕
）
、
及
び
槍
非
違
使
章
忠
（
義
忠
も
、
）
奮
闘
同
標
記

さ
れ
て
み
る
。

　
か
く
て
二
十
二
日
に
も
、
経
信
が
上
卿
ご
な
っ
て
、
陣

定
を
行
ひ
眞
謀
の
疑
に
つ
き
議
し
た
が
一
定
な
晦
譲

絡
に
二
十
四
日
の
陣
定
に
於
て
、
眞
大
逆
ご
決
定
し
た
。

そ
の
結
果
實
政
の
息
正
五
健
下
左
少
事
触
鐡
津
守
敦
宗
は

緑
坐
し
て
解
官
除
籍
せ
ら
れ
た
（
註
｝
）
。
こ
れ
ご
共
に
、
最

初
實
政
の
罪
名
を
勘
申
し
て
、
希
代
犯
科
ご
噛
し
爲
に
そ

の
後
引
綾
き
勘
還
せ
ら
れ
て
る
た
大
令
息
朋
法
博
士
有
翼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
り
た
ゴ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
り
た
ゴ

（
有
實
こ
も
）
並
に
塗
非
違
使
義
忠
（
刻
意
帥
右
こ
も
義
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曇
“

　
　
　
　
　
　
　
　
纂
二
號
　
　
　
四
入
　
（
ニ
ニ
入
）

　
　
　
ゆ
ウ

姫
罫
・
も
章
忠
蠣
こ
も
）
は
、
謬
案
を
固
執
し
た
こ
て
、

　
　
　
　
　
チ
き
け

う除
名
に
庭
せ
ら
れ
た
鍵
購
翻
鰯
髄
室
。
國
任
の
働

文
も
、
眞
大
逆
を
謀
大
逆
こ
し
て
み
た
が
、
彼
は
そ
れ
を

固
執
し
な
か
っ
た
爲
か
、
或
は
比
較
的
穏
當
で
あ
っ
た
爲

か
、
別
に
塗
せ
ら
れ
な
か
っ
た
様
子
で
あ
る
。
因
み
に
是

よ
り
先
き
、
十
七
日
に
俊
明
を
石
清
水
使
こ
し
、
少
納
言

成
宗
を
そ
の
次
官
こ
し
て
、
奉
幣
せ
し
め
て
み
る
の
は
榊

輿
射
撃
の
事
件
が
、
凡
そ
結
末
に
近
づ
い
だ
に
就
い
て
、

之
を
奉
告
し
且
つ
謝
し
奉
ら
ん
爲
で
あ
ら
う
。
小
右
記
に

「
実
需
質
入
幡
御
輿
事
一
也
」
ご
あ
る
は
、
師
ち
之
で
あ
る

（
謎
二
）
。

　
以
上
の
如
く
に
し
て
、
仁
政
の
神
輿
射
撃
事
件
は
結
着

し
た
が
、
抑
々
こ
の
事
件
の
翼
端
、
師
ち
憲
政
な
り
そ
の

部
下
な
り
が
、
何
故
に
帥
輿
を
射
た
の
で
あ
る
か
、
叉
経

清
等
の
正
入
幡
宮
墨
入
が
、
栂
故
に
牌
輿
を
搭
い
で
實
政

に
當
ら
う
ご
し
た
の
で
あ
る
か
、
邉
般
の
消
息
は
維
え
て

不
明
で
あ
る
Q
只
こ
の
問
に
知
ら
れ
る
の
は
、
實
政
の
部



下
國
永
が
、
直
接
出
向
っ
て
神
輿
を
射
た
こ
ご
、
、
そ
し

て
之
を
憤
っ
た
聯
入
が
、
宇
佐
紳
人
の
加
勢
を
得
て
、
朝

廷
に
愁
訴
し
た
瓢
ご
で
あ
る
Q
し
か
も
そ
の
描
い
た
波
紋

は
頗
る
大
き
く
、
實
政
以
「
下
太
宰
府
の
廉
官
共
入
人
迄
流

罪
ε
な
り
、
こ
れ
が
裁
決
に
與
つ
た
朝
廷
の
官
人
二
入
も

罪
を
得
、
外
に
一
人
の
縁
坐
者
を
も
出
し
て
み
る
の
で
あ

る
。

（
註
国
）
、
巾
右
寵
務
承
元
年
二
刀
十
七
日
の
條
に
「
去
寛
治
二
年
藤
原
實

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

　
　
政
櫨
謀
大
遡
、
被
醜
流
之
時
、
子
敦
宗
朝
臣
解
官
、
諜
大
蓮
難
無
線
坐

　
　
選
叙
令
云
、
父
醗
殺
鐡
者
、
子
孫
皆
不
得
任
倦
衛
官
、
依
件
丈
其
暗

　
　
被
解
官
鰍
」
ヒ
少
か
ら
ず
本
丈
ぜ
矛
盾
し
☆
説
箏
が
あ
る
。

（
註
二
）
　
此
小
膚
寵
の
丈
向
ミ
、
前
翻
帥
翻
の
清
圓
の
御
輿
到
藩
次
第
謎

　
　
丈
亡
為
、
併
せ
考
ふ
れ
ば
、
或
口
正
入
幡
宮
の
帥
與
が
、
石
清
水
に

　
　
到
着
し
糞
の
で
あ
っ
て
、
前
の
清
圓
の
謡
丈
に
、
そ
の
験
況
の
報
皆

　
　
で
あ
り
、
今
の
石
清
水
使
に
、
そ
の
爲
に
獲
ぜ
ら
れ
六
の
で
に
な
い

　
　
か
定
も
、
考
へ
得
ら
れ
る
が
、
若
し
斯
か
く
遙
々
ビ
、
帥
輿
が
塗
上

　
　
し
六
も
の
こ
す
れ
ば
、
大
事
件
で
あ
ろ
か
ら
今
少
し
何
等
か
の
徴
謹

　
　
が
あ
る
べ
き
で
あ
ろ
に
關
に
ら
す
、
そ
れ
が
見
え
な
い
所
な
以
っ
て

　
す
れ
ば
矢
張
り
双
方
定
も
、
本
丈
に
蓮
べ
象
魎
噸
で
、
問
蓮
が
な
い

　
も
の
亡
信
す
ろ
。

第
十
三
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
土
古
に
於
け
ろ
寧
佐
融
人
の
活
動

第
二
號

四
九
　
（
二
二
九
）


